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平
成
二
十
九
年
度
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
福
井
農
林
高
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
顧
問
の
宮
谷
で
す
。
今
年
度
一
年
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

当
連
合
会
は
、
県
内
の
公
立
高
校
二
十
八
校
と
私
立
高
校
一
校
の
計
二
十
九

校
三
十
三
単
Ｐ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
に
全
国
高

Ｐ
連
福
井
大
会
が
、
平
成
二
十
八
年
に
は
北
信
越
地
区
高
Ｐ
連
福
井
大
会
が
開

催
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当
連

合
会
の
ま
と
ま
り
の
よ
さ
と
底
力
を
見
事
に
示
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
総
務
、
健
全

育
成
、
進
路
対
策
、
調
査
広
報
の
四
つ
の
委
員
会

の
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

福
井
県
は
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
教
育
県
で
、

部
活
動
の
活
発
な
県
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
て
、
私
が
皆
さ
ん
と
共
に
取
り
組

み
た
い
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
学
校
生
活
に
お
け
る
い
じ
め
や
ネ
ッ

ト
犯
罪
な
ど
表
面
化
し
に
く
い
問
題
が
日
常
的
に

起
き
て
い
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
保
護

者
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
普
通
科
校
・
職
業
学
科
校
・
総
合

学
科
校
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
て
、
子

ど
も
と
保
護
者
の
意
見
を
集
約
し
、
ど
の
よ
う
に

人
間
形
成
を
培
う
高
校
生
活
の
実
現
を
図
っ
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
二
つ
の
課
題
は
、
内
容
は
違
っ
て
い
て
も

取
り
組
み
方
に
は
共
通
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
保
護
者

（
Ｐ
）
と
先
生
方
（
Ｔ
）
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
昨
今
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
問
わ
れ
る
中
、

子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
が
共
に
成
長
し
て
い
け
る
連
合
会
の
活
動
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
然
、
福
井

県
内
の
高
校
生
た
ち
が
大
勢
参
加
し
、
大
活
躍
す
る
で
し
ょ
う
。
連
合
会
と
し

て
も
、
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
、
保
護
者
間
の
連
携
を
密
に
し
て
連
合
会
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
連
合
会
会
員
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
挨
拶

高
Ｐ
連
会
長
の
挑
戦
！

宮　谷　正　志　

春季総体・フェンシング女子団体戦決勝「武生商業」10年ぶり優勝！
（写真提供：日刊県民福井）
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平
成
二
十
九
年
度
の
年
次
総
会
が
六
月
六

日
（
火
）、
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ　

県
民
ホ
ー
ル
で
、

各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
会
員
百
六
十
七
名
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
。
下
出
良
一
副
会
長
の

「
開
会
の
こ
と
ば
」
の
後
、
挨
拶
に
立
っ
た
増

永
哲
也
会
長
は
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
目
標
は
、
Ｐ
と

Ｔ
、
家
庭
と
学
校
と
が
責
任
を
も
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
が
担
っ
て
い
る
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、

緊
密
に
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
は
地

域
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
を
果
た
す
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
、

私
た
ち
の
学
生
時
代
と
比
べ
ま
す
と
社
会
の

価
値
観
や
常
識
す
ら
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
数
十
年

前
の
常
識
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
こ
と
は
危
険

だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
大
人
が
今
の
時
代

を
俯
瞰
し
未
来
を
見
据
え
て
変
化
し
て
い
く

こ
と
か
ら
始
め
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
で

し
ょ
う
。

良
い
こ
と
は
続
け
、
変
え
た
方
が
よ
い
と

こ
ろ
は
変
え
て
い
く
。
今
後
の
高
Ｐ
連
と
単

位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て

い
く
た
め
に
、
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見

を
ご
教
授
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
森
近
悦

治
県
教
育
委
員
会
教
育
長
は
、「
福
井
県
で

は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
夢
や
希
望
が
実
現

で
き
る
よ
う
に
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
高

校
生
の
学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
小
中
学
校
の
学
力
を
高
校
へ
つ

な
げ
、
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。
本
県
独
自
の

テ
ス
ト
で
あ
る
「
到
達
度
確
認
テ
ス
ト
」
を

昨
年
度
に
続
き
普
通
科
を
持
つ
全
て
の
高
校

で
実
施
し
、
生
徒
の
弱
点
補
強
や
授
業
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

就
職
状
況
に
つ
い
て
は
、
大
変
良
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
の
熱
心

な
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
福
井
県
で
は
資
格
を
点
数
化
し
、

資
格
取
得
を
応
援
す
る
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
マ
イ

ス
タ
ー
制
度
を
、
全
国
で
初
め
て
昨
年
創
設

し
ま
し
た
。
今
年
も
制
度
を
継
続
し
て
、
即

戦
力
人
材
の
育
成
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

今
年
四
月
に
春
江
工
業
高
校
跡
地
に
「
県

教
育
総
合
研
究
所
」
を
設
置
し
、
新
た
な
教

育
課
題
へ
の
対
応
や
い
じ
め
・
不
登
校
に
対

応
す
る
専
門
職
チ
ー
ム
を
配
置
し
ま
し
た
。

学
校
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
含
め
た

チ
ー
ム
対
応
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
い

じ
め
の
早
期
対
応
な
ど
の
支
援
機
能
を
さ
ら

に
強
化
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
つ
い
て

は
、
学
校
で
も
指
導
を
行
い
ま
す
が
、
適
切

な
利
用
を
進
め
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

家
庭
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携
が
必
要
で
す
の
で
、

是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
四
月
に
は
、
部
活
動
で
休
養
日
を

設
け
る
こ
と
や
教
員
の
超
過
勤
務
に
つ
い
て

の
お
願
い
を
配
布
し
ま
し
た
。
子
ど
も
へ
の

充
実
し
た
指
導
に
は
、
教
員
の
心
身
両
面
の

安
定
が
不
可
欠
で
あ
り
、
業
務
改
善
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
の
連
携

が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
支

援
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
藤
澤
春
和
県
高
等
学
校

長
協
会
長
（
武
生
高
校
校
長
）
は
、「
二
つ

の
こ
と
を
申
し
上
げ
た
い
。
一
つ
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
地
域
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
昨

年
、
北
信
越
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
が
福
井

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
あ
る
県

の
会
長
さ
ん
が
こ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
い
ま

し
た
。
地
域
の
中
で
大
切
に
さ
れ
た
と
考
え

て
い
る
子
た
ち
は
、
き
っ
と
大
人
に
な
っ
て

か
ら
も
地
元
に
戻
っ
て
き
て
く
れ
る
と
信
じ

て
い
る
。
そ
う
思
っ
て
、
子
ど
も
が
小
学
生

の
時
か
ら
ず
っ
と
挨
拶
運
動
を
し
て
き
た
と
。

福
井
県
で
は
、
高
校
生
の
約
五
割
弱
が
県

外
に
出
て
い
き
ま
す
。
そ
の
う
ち
福
井
に

戻
っ
て
く
る
の
は
、
三
割
弱
で
す
。
若
い
人

が
減
り
、
ま
す
ま
す
人
口
が
減
っ
て
い
く
こ

と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
外
に

出
て
も
ま
た
戻
っ
て
き
て
、
福
井
で
活
躍
し

て
く
れ
な
い
か
と
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
発
展
が
あ
っ
て
こ
そ
、
日
本
の
発
展

が
あ
り
国
際
社
会
の
発
展
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

二
つ
目
は
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
と
い

増永会長挨拶

藤澤校長協会会長祝辞

森近教育長祝辞

新
年
度
体
制
が
ス
タ
ー
ト
！

第
五
十
五
回
県
高
Ｐ
連
年
次
総
会
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う
こ
と
で
す
。
地
域
と
学
校
の
垣
根
を
低
く

し
て
、
学
校
の
情
報
を
保
護
者
に
伝
え
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
方
々
の
意
見
を
集
約
し
て
、
学
校
に
伝
え

て
い
た
だ
き
た
い
。
学
校
教
育
の
主
人
公
は

何
と
言
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
で
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
一
番
長
く
過
ご
し
て
い
る
の
は

学
校
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
一
番
よ

く
知
っ
て
い
る
の
は
保
護
者
の
皆
様
で
す
。

保
護
者
と
学
校
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
の
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
表
彰
状
贈
呈
に
移
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
特
に
功
績
の
あ
っ
た
五
名
が
県
教
育

委
員
会
か
ら
表
彰
さ
れ
、
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
貢
献
さ
れ
た
四
十
八
名
の
方
々
が
当
連
合

会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。
続
い
て
広
報
紙

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞

藤
島
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
以
下
七
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
表

彰
さ
れ
た
。

そ
の
後
議
事
に
移
り
、
平
成
二
十
八
年
度

事
業
報
告
、
会
計
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
た

あ
と
、
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
宮

谷
正
志
福
井
農
林
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
顧
問
が
選
出

さ
れ
た
。
退
任
役
員
を
代
表
し
て
増
永
哲

也
会
長
、
新
任
役
員
を
代
表
し
て
宮
谷
会
長

の
挨
拶
の
あ
と
議
事
が
再
開
さ
れ
、
平
成

二
十
九
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
が
審
議

さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
次
に
、
増
永
前
会
長
が

会
則
第
二
十
一
条
に
あ
る
顧
問
に
就
く
こ
と

が
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
等
の
報
告
が
あ
り
、

南
後
和
宏
副
会
長
の
「
閉
会
の
こ
と
ば
」
で

年
次
総
会
は
終
了
し
た
。

一
、
被
表
彰
者
氏
名 

（
敬
称
略
）

＊
県
教
育
委
員
会
表
彰

下
出　

良
一
（
坂
井
）　

鈴
木　

良
一
（
丹
南
）　

増
永　

哲
也
（
羽
水
）

松
本　

成
樹
（
大
野
）　

馬
渕　

清
和
（
敦
賀
）

＊
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
表
彰　

各
校
よ
り
推
薦
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
四
十
八
名

二
、
平
成
二
十
九
年
度
役
員
氏
名

会　

長	

宮
谷　

正
志
（
福
井
農
林
）

副
会
長	

理　

事	

山
﨑　

善
行
（
金
津
）　

菱
川　

彰
大
（
足
羽
）

	

河
﨑　

淳
一
（
丹
生
）　

久
保　

賢
吾
（
美
方
）

監　

事	

天
谷　

嘉
伸
（
羽
水
）　

山
本　

善
一
（
若
狭
）

三
、
平
成
二
十
九
年
度
七
月
以
降
の
主
な
大
会
・
研
修
会

　
＊
北
信
越
地
区
高
Ｐ
連
大
会
富
山
大
会	

七
月
七
・
八
日　

富
山
県
民
会
館	

他

＊
全
国
高
Ｐ
連
大
会
静
岡
大
会 

八
月
二
十
四
・
二
十
五
日　

静
岡
県
袋
井
市	

他

＊
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
研
修
会 

九
月
九
日　

県
生
活
学
習
館
映
像
ホ
ー
ル

＊
研
究
大
会  

十
一
月
四
日　

Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
県
民
ホ
ー
ル

南後　和宏（坂井）

出水　秀明（鯖江）

石井　俊之（敦賀工業）

県教育委員会表彰

高P連会長表彰広報紙コンクール表彰
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「
福
井
県
立
こ
ど
も
歴
史
文
化
館
」
に
続
き
、

今
回
は
、「
教
育
博
物
館
」
を
取
り
上
げ
る
。

　

福
井
県
の
教
育
が
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て

久
し
く
、
県
外
か
ら
の
教
育
視
察
を
年
間
約

三
〇
〇
件
も
県
は
受
け
入
れ
て
い
る
。
近
年

は
、
海
外
か
ら
も
申
し
込
み
が
あ
る
と
の
こ

と
。
教
育
は
万
国
共
通
の
関
心
事
で
あ
り
、

人
類
に
と
っ
て
永
遠
の
課
題
で
あ
る
と
言
っ

て
よ
い
。

　

県
は
教
育
の
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
、
本

県
教
育
の
歴
史
と
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
現

在
の
教
育
実
践
の
取
り
組
み
を
、
様
々
な
資

料
・
映
像
と
と
も
に
紹
介
す
る
「
教
育
博
物

館
」（
入
館
無
料
）
を
旧
春
江
工
業
高
校
施
設

を
改
修
し
て
、
今
春
４
月
15
日
に
新
規
オ
ー

プ
ン
し
た
。

１ 

入
館
者
の
動
き（
動
線
）に
沿
っ
た
展
示

　

玄
関
ホ
ー
ル
展
示
、
渡
り
廊
下
展
示
２
つ
、
展

示
室
５
つ
、
教
科
書
閲
覧
室
１
つ
が
有
機
的
に
つ

な
が
る
よ
う
に
工
夫
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。

２ 

貴
重
な
資
料
や
写
真
の
展
示

　

教
育
に
関
す
る
様
々
な
資
料
・
記
録
写
真
・
実

物
等
を
広
く
収
集
し
、
詳
し
い
解
説
を
添
え
て
展

示
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
つ
橋
本
左
内
の
『
啓

発
録
』（
宮
内
庁
所
蔵
・
門
外
不
出
）
は
、
宮
内
庁

の
特
別
な
配
慮
に
よ
り
唯
一
の
複
製
品
と
し
て
寄

贈
を
受
け
た
も
の
と
い
う
。

　

更
に
、
当
博
物
館
開
館
に
向
け
て
東
京
大
学
で

資
料
収
集
中
に
、
同
大
学
で
発
見
さ
れ
た
本
県
出

身
教
育
学
者
の
自
筆
原
稿
（
新
発
見
資
料
）
も
含

ま
れ
て
い
る
。

　

開
館
し
て
ま
だ
３
カ
月
の
生
ま
れ
た
て
の
博
物

館
で
あ
る
。
是
非
一
度
、
覗
か
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

正面玄関（二宮尊徳像2体）

展示室Ｂの貴重な展示資料（橋本進吉自筆原稿・新発見資料）

展示室Ａ（教育ふくいの歴史）

展示室Ｂ（福井ゆかりの教育者）

県
内
教
育
関
係
施
設
探
訪
シ
リ
ー
ズ  

そ
の
２

教
育
博
物
館

今
春
オ
ー
プ
ン
!!

福
井
県
教
育

総
合
研
究
所
内

展
示
に
つ
い
て
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教育博物館だより「まなびや」

（教育博物館パンフレットより）

所在地
開館時間

休館日

お問い合せ
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こ
の
企
画
は
、
調
査
広
報
委
員
が
直
接｢

ち
ょ
っ
と
お
じ
ゃ
ま｣

し
、
伺
っ
た
話
の
中
か
ら

委
員
独
自
の
感
性
で
こ
れ
は

4

4

4

と
思
わ
れ
る
も
の
を
紹
介
し
て
い
く
も
の
で
す
。

Ｊ
Ｒ
鯖
江
駅
か
ら

徒
歩
10
分
、
福
鉄
サ

ン
ド
ー
ム
西
駅
か
ら

徒
歩
５
分
と
交
通
の

便
が
非
常
に
良
い
、

王
山
古
墳
の
麓
に
位

置
す
る
鯖
江
高
校
に

お
邪
魔
し
ま
し
た
。

麓
と
は
い
え
、
か
な

り
の
標
高
に
位
置
し

て
い
て
、
と
て
も
見

晴
ら
し
の
い
い
緑
に
囲
ま
れ
た
場
所
で
す
。
生

徒
た
ち
は
毎
日
山
登
り
気
分
で
登
校
し
て
い
る

の
だ
な
ぁ
、
と
感
じ
ま
し
た
。

鯖
江
高
校
は
３
年
前
に
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
た
、
由
緒
あ
る
学
校
で
す
。
普
通
科
高
校

で
、
各
学
年
、
１
８
０
人
前
後
在
籍
し
て
い
ま

す
。
一
般
入
試
だ
け
で
な
く
体
育
推
薦
入
試
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
設
備
が
充
実
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
県
外
か
ら
の
受
験
者
も
多
く
、
遠

く
は
北
海
道
か
ら
入
学
し
て
く
る
生
徒
も
い
る

そ
う
で
す
。
平
成
29
年
度
の
入
試
で
は
、
県
内

で
３
番
目
の
受
験
倍
率
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
魅

力
の
あ
る
学
校
の
よ
う
で
す
。
い
わ
ゆ
る
進
学

校
で
、
卒
業
生
の
９
割
強
は
進
学
し
ま
す
。
職

員
室
前
の
廊
下
に
は
、
進
路
の
一
覧
が
張
り
出

さ
れ
て
お
り
、
圧
巻
で
し
た
。

部
活
動
は
運
動
部
16
、
文
化
部
８
、
同
好
会

１
が
活
動
し
て
お
り
、
入
学
当
初
は
全
員
が
参

加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
強
化
部
指
定

に
な
っ
て
い
る
部
活
も
あ
り
、
中
で
も
体
操
、

陸
上
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、
北
信
越
大
会
で

優
勝
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
上
位
入
賞
を

決
め
た
り
と
、
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
て
い
ま

す
。
駅
伝
大
会
で
も
全
国
大
会
の
常
連
校
で
す
。

生
徒
た
ち
は
、
自
主
性
と
主
体
性
に
優
れ
て

い
ま
す
。
秋
に
開
催
さ
れ
る
学
校
祭
に
お
い
て
、

体
育
祭
は
部
活
動
単
位
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、

急
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更
に
も
臨
機
応
変
に
対

応
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。
鯖
江
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
る
文
化
祭
で
は
、
先
生
方
は
観

客
に
徹
し
、
生
徒
主
導
で
運
営
さ
れ
、
盛
り
上

が
る
と
こ
ろ
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
で
も
不

思
議
と
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
通
り
に
進
行
さ
れ
る

そ
う
で
す
。

ま
た
、
挨
拶
が
素
晴
ら
し
い
の
も
よ
い
と
こ

ろ
で
す
。
あ
る
時
、
近
所
の
方
か
ら
学
校
に
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
苦
情
の
電
話
か

と
思
い
き
や
、
挨
拶
が
清
々
し
い
と
の
お
褒
め
の

言
葉
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
て
も

素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
出
水
会
長
を
筆
頭
に
盛
ん
に

お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
総
務
委
員
会
（
総
会
・

研
修
会
・
学
校
祭
バ
ザ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
企
画

と
開
催
）、
進
路
委
員
会
（
分
野
別
保
護
者
進
路

説
明
会
の
開
催
）、
生
活

指
導
委
員
会
（
年
２
回
、

３
か
所
で
の
街
頭
指
導
）

と
広
報
委
員
会
（
年

２
回
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り

『
王
山
』
の
発
刊
）
の
４

つ
の
委
員
会
に
分
か
れ
、

学
校
の
た
め
、
生
徒

た
ち
の
た
め
に
日
々
頑

張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

校
長
先
生
も
と
て
も
感

謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
急
な
お
願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
快

く
取
材
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
、
出
水
会

長
、
鯖
江
高
校
の
先
生
方
に
感
謝
の
言
葉
を
送

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
取
材　

科
学
技
術
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

野
路　

充
）

若
狭
東
高
校
は
、
平
成
三
十
一
年
に
百
周
年

を
迎
え
る
伝
統
の
あ
る
学
校
で
す
。
一
ク
ラ
ス

三
十
名
で
構
成
さ
れ
、
農
業
系
学
科
と
し
て
、

生
活
創
造
科
と
地
域
創
造
科
が
あ
り
、
地
域
創

造
科
は
、
二
年
次
か
ら
食
農
創
造
コ
ー
ス
と
地
域

開
発
コ
ー
ス
に
分
か
れ
ま
す
。
工
業
は
電
気
機

械
科
で
、
電
子
機
械
コ
ー
ス
と
電
気
コ
ー
ス
が
あ

り
、
商
業
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
科
で
、
経
営
コ
ー

ス
と
情
報
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
合
わ
せ

る
と
一
学
年
百
八
十
名
の
中
規
模
校
で
す
。

部
活
動
は
、
ラ
グ
ビ
ー
部
は
花
園
大
会
出
場

常
連
、
弓
道
部
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
常
連
の
強
豪

で
す
。
ま
た
、
昨
年
度
は
ボ
ー
ト
部
が
優
秀
な

成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
文
化
部
で
は
放
送
部

が
全
国
大
会
出
場
常
連
で
、
運
動
部
、
文
化
部

共
に
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し

た
。
総
務
委
員
会
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
の
企
画
、
運

営
を
、
研
修
委
員
会
で

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
研

修
会
の
企
画
や
学
校
祭

で
の
「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」

の
計
画
、
運
営
を
行
い

ま
す
。
広
報
委
員
会
で

は
、
年
３
回
、
広
報
誌

「
ゆ
ず
り
は
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
補
導
委
員

会
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
懇
談
会
の
計
画
や
街
頭
補
導
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
夏
季
休
業
中
か
ら
９
月
に
か
け
て
、

小
浜
市
の
伝
統
的
な
祭
り
の
「
放
生
祭
（
ほ
う

ぜ
ま
つ
り
）
」
や
大
飯
町
の
大
き
な
祭
り
で
あ
る

「
大
火
勢
（
お
お
が
せ
）
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま

す
。
補
導
委
員
と
教
職
員
が
協
力
し
、
そ
れ
ら

の
祭
り
に
出
向

き
、
巡
視
を
行

う
そ
う
で
す
。

研
修
委
員
会

が
中
心
と
な
り

毎
年
学
校
祭
の

開
催
期
間
中
、

『
親
子
ふ
れ
あ
い
喫
茶
』
を
開
催
し
、
昼
食
を
販

売
し
て
い
ま
す
。
学
校
祭
の
前
日
か
ら
準
備
を

し
、
当
日
は
学
校
の
食
品
加
工
室
で
調
理
を
し

た
カ
レ
ー
や
焼
き
そ
ば
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
学
校
祭
の
企
画
紹
介
の
場
で
、

生
徒
の
前
に
立
ち
、
ふ
れ
あ
い
喫
茶
に
来
て
も

ら
え
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て

学
校
で
子
供
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
場
が
あ
る
こ
と

で
、
日
頃
家
庭
で
見
る
の
と
は
ま
た
違
っ
た
一
面

や
生
き
生
き
と
し
た
子
供
た
ち
の
活
動
の
様
子

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
好
評
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
、
若
狭
東
高
校
で
は
３
年
目
と

な
っ
た
Ｓ
Ｐ
Ｈ
の
成
果
発
表
の
場
と
し
て
、
若
狭

東
高
校
の
近
く
に
あ
る
、
有
名
な
若
狭
彦
神
社
・

若
狭
姫
神
社
に
ち
な
ん
だ
「
彦
姫
祭
」
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
彦
姫
祭
と
は
、
Ｓ

Ｐ
Ｈ
で
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
資
源
を
使
っ
た
商

品
や
薬
膳
料
理
、
薬
草
に
関
わ
る
商
品
な
ど
を

「
道
の
駅	

若
狭
お
ば
ま
」
で
販
売
し
、
取
り
組
み

の
紹
介
を
す
る
こ
と
で
、

総
合
産
業
高
校
の
活
性

化
と
地
域
の
活
性
化
を

目
指
す
も
の
で
す
。
こ

の
彦
姫
祭
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

も
積
極
的
に
か
か
わ
る

こ
と
で
、
生
徒
と
ふ
れ

あ
い
な
が
ら
、
取
り
組

み
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

（
取
材　

美
方
高
校Ｐ

Ｔ
Ａ
前
会
長　

大
山
吉
之
）

鯖
江
高
等
学
校

若
狭
東
高
等
学
校

正門写真

PTA交通安全街頭指導

登校指導

親子ふれあい喫茶

彦姫祭
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各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
会
議

　

六
月
十
七
日
（
土
）
に
「
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
会
議
」
が
ザ
・
グ
ラ
ン
ユ
ア
ー
ズ
フ
ク
イ

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
自
己
紹
介
の
後
、

協
議
事
項
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
研
究
大

会
や
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
研
修
会
等
の
今

年
度
の
活
動
に
つ
い
て
確
認
し
、
そ
の
後
、

四
つ
の
委
員
会
に
別
れ

て
今
後
の
活
動
計
画
や

役
割
分
担
等
を
協
議
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
九

年
度
高
校
生
総
合
保
障

制
度
（
任
意
加
入
）
の

加
入
状
況
に
つ
い
て
、

保
険
代
理
店
の
方
か
ら

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

北
信
越
地
区
研
究
大
会
富
山
大
会
に

福
井
県
か
ら
百
六
十
四
名
参
加

　
「
北
信
越
地
区
研
究
大
会
富
山
大
会
」
が

七
月
七
日
（
金
）
八
日
（
土
）
の
二
日
間
に

わ
た
っ
て
富
山
県
民
会
館
を
中
心
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
県
か
ら
は
百
六
十
四
名
が
参

加
し
、
福
井
商
業
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
第
一
分
科

会
）、
武
生
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ(

第
二
分
科
会)

、
若

狭
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ(

第
三
分
科
会)

、
丸
岡
高
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
（
第
四
分
科
会
）
の
四
つ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
発
表
し
ま
し
た
。
実
践
発
表
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

号
で
お
伝
え
し
ま
す
。

《
Ｐ
Ｔ
Ａ
ち
ょ
っ
と
い
い
話
》

　
熱
意
は
伝
染
す
る
！

　

各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
会
議
（
６
月
17
日
）
で
、

三
国
高
校
の
長
谷
川
哲
章
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
会

長
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
以
下
の
よ

う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
会
長
と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
充
実
と
発
展

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
三
高
生
が
元
気
に
活
躍
し
て
い

る
姿
を
分
か
り
や
す
く
発
信
す
る
こ
と
で
、

会
員
の
皆
様
や
地
域
の
方
々
に
広
く
理
解
し

て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、
ま

ず
、
三
国
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
〈
保
護

者
の
皆
さ
ん
へ
〉
と
い
う
欄
に
『
三
高
Ｐ
Ｔ
Ａ

だ
よ
り
』
を
自
主
編
集
し
て
掲
示
す
る
と
い

う
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。」

　

そ
し
て
、
持
参
さ
れ
た
『
三
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ

よ
り
』（
第
１
号
・
第
２
号
）
を
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
谷
川
会
長
の
ま
ず
は
自
分
か
ら
動
き
出

そ
う
と
す
る
熱
意
に
、
参
加
者
は
心
動
か
さ

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

会
員
の
皆
様
の
取
り
組
み
や
学
校
の
出
来

事
、
ち
ょ
っ
と
い
い
話
な
ど
の
話
題
を
広
く

求
め
て
お
り
ま
す
。
高
Ｐ
連
事
務
局
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

最優秀賞に3年連続 藤島高校
第 1 4 回  広 報 紙 コ ン ク ー ル

　平成29年度広報紙コンクール審査会が４月15日㈯に県生活学習館において開催された。特別審査員に㈱福井新聞社編集
局メディア整理部長の田中禎浩氏、河和田屋印刷㈱営業部の寺﨑展孝氏をお迎えして、9名が加盟28校から応募のあった
広報紙の審査に当たった。
　審査後の講評をまとめると、レベルがそろってきて、甲乙つけることが難しくなってきた。また、広報紙の位置づけもIT
技術の進歩によって変化してきた。例えば、連絡等はSNSで済ますことができる状況になってきた。このような環境の中
では、ますます「読んでもらう工夫」が必要になってくる。

《読んでもらう工夫》①記事は短く分かりやすく、文字も大きく　②レイアウト・写真の工夫（大きさにメリハリをつけ
る・ひきつける写真の使用）　③学校・保護者・生徒の様子や思いが伝わる記事（生の声を取り上げる）　④企画を練る（読
みたくなる記事）　⑤記録性(資料性)の高いもの
　以上の点を今年度のPTA広報紙づくりに活かしていただきたい。
　審査の結果、最優秀賞１校、優秀賞２校、佳作４校を選んだ。8月に開催される全国高Ｐ連静岡大会では、福井県代表とし
て科学技術高校PTAと武生高校PTAの広報紙を掲示することも決定した。表彰は、６月６日㈫の年次総会の席上で行った。

最 優 秀 賞 藤島高校PTA

優 秀 賞 科学技術高校PTA
武生高校PTA

佳 作

金津高校PTA
大野高校PTA
足羽高校PTA
敦賀気比高校父母と教師の会

福井県高等学校PTA連合会事務局
〒918-8135　福井市下六条町14-1
TEL（0776）41-4053
E-mail：coup@isis.ocn.ne.jp

連 　 絡 　 先

藤島高校

三高PTAだより（第１号・第２号）

科学技術高校 武生高校
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